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九 、少 香 稲 考

九 州 に お け る近 匱代 の 稲作 技術史 （第 8 報）

嵐 嘉

（て ん 菜 研 究 所 支 所 ）

　香稲 は カ バ シ コ
，

ニ オ イ米 ，

’
まれ に は ジ ャ

コ ウ 米 な ど

と呼 ば れ ， と くに 炊飯 した場含に鼠尿臭 に 似 た一
種 の 特

有 の 匂 を発散 させ る の で この 名 が あ る。本種 は 占来わ が

国各地 で 広 く来客 または祝 い 事用 と して 僅少ず っ なが ら

栽培 されて 来 た が ， 現在で はす で に全 く過去の 品種 と し

て 忘 れ 去 られ よ うと して い る。

　最近，近 藤 ， 岡崎両氏 に よ っ て そ の 来歴，炊飯並 び に

澱粉の 特性 な どに つ い て 発表 され て い る が，著者もま た

か ね て か ら若
二Fの 資料を集 め て い たの で ，木報 で 九州地

方 に 限定 して ， 品種並 び に 耡 皆事 情 に つ い て 述べ て お き

た い と思 うD

第 1 表 　19 世 紀 以 前 の 香 稲

引 用

文献

18051）

1836

　九 州 に お け る香稲 の 分布　文献 に よ る19世紀以前の 状

況 を第 1 表 に，20世紀に お け る そ れ を第 2 ，7 表 に示 し，

両者 を併せて第 】図に ス ポ ッ トした。

　まず19世紀以前 の 状況を見 る と
， 本種 の 栽培 は平坦 部

で もか な り広 地域 に また が っ て 行 なわれた。梗が多い が

糯も若干認 め られ，陸稲 に も僅か な が ら存在し た 。 熟期

は早晩 にわ た る が 中生が 最 も多 く， 第 3 表 の よ うに，収

惣 ま一般 品種に比 しか なり｛氏か っ た。 成形図説
7） の 中に

県 別 品 種 名 響
／

響 産 地

佐 申 生 ： か ば し こ 　 （イ） 厳 木 村
賀 　 〃

、 か ば し こ も ち （の 　 〃

　 　 わ 　 せ ： か ば し こ わ せ

　　な か て ： 打香子 ．香子

　 　 　 　 　 　香子 弥 六

　　お くて ： 府 内香子

熊
　　 も　 ち ：香 子 餅

　　野　稲 ：野香 子

綿Uほ藩 領 　　17352〕

香子 、香子 餅 （ト） ∫「1尻 町 17353ン

第 1 図 　 九 州 に お け る 香稲 の 分布
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　　中　 生 ： 香子

麑晩 生 ・ 香 寄 （？）

島
　　　　　 か ば し

11召和43年 ユ月 27　H　 第 39回 講 演 会 で 発表

（備考 ）

○ イ、　ロ
ー一・…19障紀 以 献rに 言課め らオ1、アこ もの

  ユ、　2 ・・・…20世糸己に：諦蟹め られ アこ もe⊃、 各県拍≡来
』
種

　　　　　 吐寿性慕属査三｝こ よ る

× 1 、2 ……同 上、奥 村、本 田、著者 に よ る 材料

ム 1 、2 ……同上、九大 農 場保 存材料
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一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

61

第 2 表 　2  巨よ 糸己 に S已： 出 さ れ た 香 稲

調 　　査 　　者 県 ・1ト 糧騰
一 （馨

1
黝 取 寄 ・又 ・嫐 艦 ・地 擁 名〕

九 　大　農　場

保 　存　材　料

（1963〜65取寄）

長 　「「奇

熊　本

大 　 分

宮　崎

鹿児 島

00023318

5　 020

　 2

（1 ）森 Ili〔愛 林〕　（2）豊 玉 　（3 ）痔要下

（7）〆i丶1
．
El　（8 ）天煢墨　（9）鑄ミ

ー
ド

（ユ8）山国

（2）高千穂〔ユ ノ ヒ ラ ほ か 1 」

lrlli
種〕　（3 ）Elノ影 〔大 川 早 生 〕

（4）稚 蘗 　（5 ）小 林　（6 ）清武　（7、8）県 下

（7 ）吹一tl〔メ ラ ゴ メ ほ か 41鼎1積蕁〕
一メ ラ ゴ メ は 剛 度型 稲

）
　

　

　

）
　

）

ア
　

　

　

　
　

ヨ

91
「

9193

1
　

　
　

1
　

1

く
　

　

　　
く
　

く

村

田

村

者

奥

本

奥

著

熊 　本　　 2

　
”

　　 　 　　 4

大 　分 　 　 1

　 ” 　 　 　 　 2

（1 ）矢部　（2 ）馬 見原

（3 ）柏 　（4 ）草 部　（5 ）高 森　（6 ）吉尾

（17）久住

（16）緒 方　（17）久琵

（備考 ） 晶 腫 名 中 香稲又 は か ば し こ と 呼ばれ る もの は 名 を 記 載 し な い 。

は 中稲の 項 に 「其中 二 香子 ハ 芒 ナ ク 粒円 シ桴米共 二 臼 シ

飯 二 炊キ テ 馨 ク其稈 ハ 衆茎 ヨ リ勝 レ タ リ然 レ ドモ 収実甚

第 3 表 香 稲 の 収 量

場　　所　　年 次　　品　種 　別 収 　量

肥
　　　　　　 か ば し こ 　　　　1．10チ1ゾ坪
離∫

D
　　　1805

　　　　　　 デ也品
．
種 7 ，［kl　　　　　1．57

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ば し こ も ち

季公　　言甫　　瀏‘　　　ヱ836
　　　　　　　　 　　イ也高「11種 20，・慧

0．85　 ”

1．65

搬 罪 ・・62
錨 塩、点

0．70石 ／．反
0．96

（備考）収 量 ：肥 前籾、薩 摩 玄 米

第 4 表　 大 分県 に お け る 香稲 作 付状況 1ω

　　　　　 （大 正 11年 ）

郡 別 面 積 町 村 数 品 種 数

東

菓

見

分

部

部

野

入

疎

田

毛

佐

畷

国

　

　

海

海

西

東

速

大

北

南

大

直

玖

口

下

宇

123456789101112
　町
　 o．8
　 6．6

　 9．7105
．7

　 2．2144
．555

．259
．539

．3
　 6．819

，6179
．6

358144747839　

　

　

1
　

111

　

　

　

11

計 629．4 　 　 　 　 123

636334907322　

　

　

2

3
王

3

ユ

ー

1
｝
68
｛
−

少 ナ キ ヲ 以 テ 多 ク作 ラ ズ 只粢盛 （マ ツ リモ ノ ） 二 供 フ コ

トア リ」 と簡潔 に 要点を述べ て い る。阿蘇か ら大分県 に

か け て は か な り後期 まで 恐らく最 も周密 な 分布が 見 られ

た よ うで ， 近藤
9）

に よ る と ， 慶応 3年松山藩 士 の薩摩へ

の 旅 日記 に 大分県佐伯か ら阿蘇内牧 を過 ぎる 間に 毎 日 ニ

オ ィ米 を出 され た こ とが 書か れ て い る そ うで あ る。

　 20［貲紀に 入 る と， 香稲 は平坦部 か ら は ほ とん ど姿 を消

し山間 （
一一
部 ：・ま中出問）地方 に残存 を見 た よ うで ある 。

…と くに 大分県で は米穀検査の．卜r．か ら大 正期に 問題 と され

，その 駆逐 策が と られ た 。香稲 が こ の よ うに 産米改善上 と

《 に 問題
「
とな っ たの は九州で は大分県 が 屯で あっ た 処を

見 る と，当 時間 県 で の 香米分布が 他県 よ り多か っ た の で

は な か ろ うか。大分穀検 の 大正11年 の 調査
1°）

に よ る と，

香稲の分布は 第 4 表 の よ うで ，栽培面積匿全県 で 約 630

町，栽 培 町村数 は 123 に お よん で い た。 1戸 当 りの 栽培

．は 平均 1．6 （郡 に ょ り0．8〜2．4） 反で ， 反収 】．7 石 で ，
．
生産量の 87％ が 自家消費 とな っ て い た。な お ， 同調査 に

は番稲品種が ユ41 種掲げて あ るが ， 異名同種 な ど の 点 を
・

1
別 と して 当時普通品種中に 混 入 して い た揚合がか な り多

く，その 場合普通 品麓名をその ま ま香稲品種 として あげ
：

て い る もの が含 ま れ て い る。今 ， この よ うな品種 を（A ）と

し，真の 香稲 と認 め ら れ る もの を（B）と して 当時の 主 要 晶

種 の 分布を示 せ ば第 5 衷の よ うで あ る c   の 中に は 過去

の 晶種 または在来種 の 多い の が 限に っ くこ と か ら香米 ば

か か る 品種 に 混 入 が多か っ た の で あ ろ う。

　斃児島梁で は 明治44軒三ご ろ の 「主 要作物 耕種要綱」中

に か ば し こ が 早生種 と して 掲げ られ比較的栽培が多か っ

た こ と を思わせ る 。

　香稲 品 種の 特徴　第 7 表第 2 図 に示 す佐 賀 ， 大分，宮

N 工工
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第 5 表 　 大 分 県 に お け る 主 要 香 稲 品 種 の 分 布
1ω

（A ） （B ）

郡 別
　1匕 嘉

国　掛　赤

金

五

郎

黒

　

毛

倉

　

建

赤

坊

主

青

　

撰

惣

五

郎

目

　

黒

赤

弁

慶

江

戸

錦

借

銭

切

大

阪
不
動

　
湯

平

坊

主

　

佐

伯

稲

　

赤

　

鎗

番

早

稲

香

坊

主

香

　

糯

臭

　

糯

カ

バ

シ

コ

123456789101112

○

○

○

　 　 C145

　 　 62

○

OC

？　 Q

○

○

○

o

○

○

○

○○

○

Q

CI

QO

　 o

○

OOO

（）　 CI

○

○

c）

○

○

O

○

○

計 （町 ）
492822201919171614121211 7　　 　 0．8　　　 0．（　 　　 ユ．8

　 0．4　　　　0．3　　　　3．1　　　　2．4

（備考 ） （A ）　香 稲 を混 入 し た 普 通 品 種 と 推 定

　　　（B ） 本来 の 香 稲 品 種 と認 め られ る もの （
＊

印 は 著者 の 推 定 ）

草

丈

第 2 図　 香 稲 晶種 の 特 性 の 1端 （第 7 表 に よ る）

　　　　　 　　　1　 株　 穂　 数

　 　 6　　　　　　8　　　　　　10　　　　　　12　　　　　14　　　　　　16

分，宮崎など に は晩生の も の もい く らか あ っ た。糯晶種

も僅か 認 め られ る 。 草丈 ま た は 稈長 は 高い もの が ほ とん

どすべ て で ， 穂重 が大で ， 穂数 は 普通種 よ りも少ない 。

晩生 の もの は穂数 が や や 増加 して い るが，神力 な ど に は

は る か に お よ ば な い 。鹿 児 島県 の 香稲 は 当時 の 中生 穂重

型普通種薩摩 に 比 べ る とむ しろ 早生 で 稈長，穂数 と もい

くらか劣っ て い た 。 芒 に つ い て は 有芒種 が 約70％で そ の

中 多長芒 の もの が 25％ あ っ た。桴先，芒，護頴 に着色 し

た もの が ほ と ん ど 全部で あ っ た。粒 に つ い て は ， 外 見 上

の 品質評価 で は 普通 種 よ り劣 り 「下」 に属 す る も の が 多

く，粒大 は 当時の 穂重 型 大粒種 を基準 とす れ ば 同大 の も

の が 僅か で そ れ よ りや や 小粒 の もの の 方 が 著 し く 多い

が，粒形 に 丸味が あ っ た。玄米収暈 は第 6 表の よ うに，

集 約栽培条件下で は普通 種 に 比べ 著 し く低 い 。 実際に は

1 農家で は 条件の わ る い 田 に 栽 培 され る こ とが 多か っ た

の で 実収 ば さ ら に 低 くな っ て い る 。

第 ・ 表 糞製騁鐸謝
大 分 飆

121
・

（備考）黒 印 ： 香 稲 品種 h 臼印 ： 奨励品種

　　　△ 早 生，○ 中 生、匚］、晩 生

崎 ， 鹿児島の 晶種特性調査結果 （比較の た め 当時 の 奨励

ま た は有力普通韻種 の 成績 を も併 記 ） と著者 の 過去 の 見

聞 とか ら概観す る と，香稲 は 早 申 生 の 晶種 が 多い が ，大

11111［種 男藝　2．0
　 　 　 −L

玄 　米　収　量 （反 当 り石＞

2．4 　　 2，8　　 3．2 　　 3．6　言1−
　 I　　 I　　 I　 ．．L−− 1．一一．．1　 −1．．一一一一一

香　稲　　1　 ユ　 6　 6　 3

普 通 稲 ／＊ 1 1＊＊

173

（備考）
＊
雄 町 、

＊＊
神 力
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第 7 表　　九 州各県 の 在来種特性調査 に 現 わ れ た 香稲 とそ の 特性

県 別 品 種 名
出 　 成

穂 　 熟

期 　 期

草
一

穂
一

粒穂
　 　 　 　 　 　 芒

丈 株数 穂 数曇

着 　 　 色

桴 先 謹 頴 環 韆
第番
1
図号

　 香 坊 主

佐 11）臭 坊 主

　 カ バ シ コ 糯

賀
香 稲 糯

　 （比）愛 国
H9

（比 ）雄 町
鰤

　 （比 ）神 力

月 日 月 日 尺
8．3110 ，74 ．13 　6，4 　178
9．　1　　10．　8　　4．31　　7，2　　176
8．2810 ．44 ．8010 ，4 　205

9．　5　 10．10　 4．16　14．6　　175

8．17　　9．29　 3．73　11．0　　166

9．410 ．184 ．3513 ．0 　176

9．　7　 1 ．22　 3．56　 15．4　　 112

ム

少

稀

少

中

少

ム

暗 褐 濃 赤 褐 中

”
　 淡 褐 大

濃 赤褐 濃 赤 裼 中

赤 羯 赤 褊 中

暗 褐 　 褐 　 大

ム 　 ム 　 大

ム 　 ム 　 大

下 　 七 山 （2 ）

中 　 背 振 （3 ）

下 　 厳 木 （1 ）

下 　 玉 島 （4 ）

中

上 下

申

　 赤 鎗 3 号

　 桜 　 町

　 香 稲 3 号

　 玖 珠 坊 主

　 愛 　 若

　 赤 鎗 2 号

大
12）

香 稲 1 号

　 　
” 4 号
” 5 号 （？）　9．　4 　10．26 　4．65

　 　
” 2 号

　 赤 鎗 1 号

　 順 神 力

分 合 川 坊 隶

目 佐 伯 稲
08

中 俗 2 号

　 　
”

］ 号

　 玉 錦（糯）

　 （比 ）弁 慶

　 （比 ）雄 町

　 （比）神 力

8．27　 】0．　1　 4．76　　8．8
8，3〔｝ IO．34 ．67 　7，4 　194

9．　2　 10．　3　4．66　　7．1　　271

9．　6　 10．　4　 4．74　　5，4　　 208

9．　6　10．　5　4．17　　8．8　　　−

9，6　10，21 　4．76 　 8．6 　 198

9．　6　 10，21　4。91　　7．8　　154
9，　6　 10．21　 4．88　　8．1　　176

　 　 　 　 　 　 9．3 　170
9．　8　　10．21　4，85　　8．0　　178

9．　9　 10．21　 4，99　　8，7　　158
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　要す る に，香稲 は早中生 ，高 稈 穂重型で 響 ！ilに 着区1が

あ t
）　，有芒なもの が 多 く， 晶質 ll柔概 して 不 良で や や丸粗

著 し く低収盤 の もの で あ っ た と考 え られ る 。 こ れ ら の 諸

特徴 はい ず れ もか な り古 い 時代 の 晶 種の そ れをよ く現わ

して い る と思 う。否稲は きわ め て 古 くか ら 1戸当で ぽ 僅

か しか栽培 されなか っ た の で ， その 間 に 恐 ら く普通 米の

よ うな品種改良が な され た とは 考 え られず，従一
っ て この

よ うに 古 い 稲の 特 徴 の 名 残 りを とど め て い る の で あ ろ

う。 わ れ わ れ は逆 に 霄稲 の 姿か ら薺の 稲 の 品 種の 特徴を

偲び得 る の で は あ る ま い か 。

　 九 大 農 場保 存 材 料 リス トに つ きご 教 示 に 預 った 永 松 教

授 ， 石川文雄 氏 に 深謝 の 意 を表す る 。

引　 用　 　丈　 献

1）甲川 孝 太 郎 （工950）： 佐賀翌艮の 稲作坪刈 帳．

2）肥 後圏之内熊本領塵物帳（1735）： 永育文庫．

　 3）河尻 町江 持 出従前 之 商売 仕来候産物品 々 之 差 出

（1735）； 永 青 文 庫・

　 4） 細 」「1熏 賢（1751〜63）： 4駿事 紛 冗 解 ， 下．

　 5） F戸韋ゐ源 十 ら（1841〜87）： プ（櫁 1陸乏．

　 6） 宮 崎 県 臼 杵郡 七 ケ 村 明 細 （1838）。

　 7）　曽槃 ，　自尾 ，　国 柱 （1804）：　」武形 雨言児．

　 8）　」丶来陟缶直言己（1862）：　当 戍 毛 〒匸殻 類 仕i来取 ，tw　｛ift　，　入

来 田亅
’
史．

　 9）　近 藤 日 汁1男 （1967）：　農 業，　988号．

　 10）大分県穀物検 査 所 （1922）： 香 米品種 一．一覧．

　 11）　佐 ｝了農 試 （1915）：　佐 賀 県 主 要 不爵扉r種 特・睦調 査．

　 ／2）大分 農 講 （1917）二 大．正 5 年 度 囁 業 報告鋸 8 号 ．

　 13）　響ギ崎農蕋或（1928）：　水稲 1邪1種 調 査．

　 14） 鹿 児 島農試 （1929）： 県下在来種特隹生調 査，　同農 試、

成績 総 要覧，

　］5）豊後国 之 内熊 本 領 産 物 帳 （1735）：永 青文 庫．

追記　工9幽：紀以前に おける 香稲 の 記載 ぽ大分県 に お い て も 「か ば し こ （お くて〉∠ と して 兇 られ て い る
1
死

喫
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